
本
年
は
明
治
に
お
け
る
翻
訳
が
大
友
教
授
に
よ
り
話
さ
れ
る
事
も

あ
り
、
平
常
考
え
て
い
る
問
題
点
を
提
起
し
て
桑
る
事
に
す
る
。
平

成
二
年
は
皇
紀
二
千
六
百
五
十
年
、
西
暦
一
九
九
○
年
、
庚
午
（
平

年
）
に
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
い
ろ
い
ろ
な
表
現
を
用
い
、
そ
れ
に

慣
れ
て
い
る
。
「
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
と
「
坪
」
、
神
仏
習
合
（
こ
れ
は
表

現
で
は
な
い
が
）
も
そ
の
一
面
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
の
日
本
橋
は

「
ニ
ホ
ン
バ
シ
」
大
阪
で
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
バ
シ
」
も
そ
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。
以
前
私
は
『
言
語
』
（
六
巻
二
号
、
一
○
五
頁
、
一
九
七
七

年
）
に
こ
の
様
な
事
を
記
し
た
事
が
あ
る
。
最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

伊
勢
神
宮
の
式
内
遷
宮
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
十
一
月
三
日
の

「
渡
り
ぞ
め
」
と
「
渡
リ
ハ
ジ
メ
式
」
も
二
つ
の
読
み
方
に
な
っ
て

い
る
。

平
成
元
年
度
、
日
本
生
化
学
会
、
医
科
生
化
学
教
育
協
議
会
で
④

学
術
用
語
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
に
対
す
る

一
試
論

柴
田
幸
雄
、
太
田
隆
男
、
中
塚
正
博

と
し
て
「
生
化
学
用
語
の
改
善
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
な
か
な

か
む
つ
か
し
い
。
さ
き
に
『
生
化
学
用
語
辞
典
』
が
ま
と
め
ら
れ
、

化
学
同
人
か
ら
出
版
さ
れ
た
（
一
九
八
七
）
。
し
か
し
外
国
語
の
カ

タ
カ
ナ
書
き
は
至
難
の
わ
ざ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
斉
藤
信
『
日

本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
研
究
の
歴
史
』
（
大
学
害
林
、
一
九
八
五
）

に
も
そ
の
苦
労
が
ゑ
ら
れ
る
。
「
リ
ー
ガ
ン
」
一
‐
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
」
「
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
」
「
零
ハ
ン
コ
ッ
ク
」
「
ロ
ス
・
ア
ン
ゼ
ル
ス
」
も
皆
変
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
教
育
用
語
が
常
に
変
っ
た
の
で
は
困
っ

て
し
ま
う
。
「
ブ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
」
が
「
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン

ジ
ン
」
に
な
っ
た
の
は
た
だ
「
ｄ
」
に
対
す
る
表
記
の
違
い
で
あ
ろ

う
が
、
キ
ヌ
レ
ン
酸
（
独
）
が
キ
ヌ
レ
｜
ラ
酸
（
英
）
に
な
る
と
困

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
英
語
の
ピ
ル
ビ
ン
酸
方
式
で
書
か
れ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
う
だ
と
「
カ
イ
ヌ
レ
’
一
ン
酸
」
と
な
ら
ね
ば
な
る
ま

い
。

高
校
生
物
で
使
わ
れ
て
い
る
物
質
交
代
（
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
の

「
ス
ト
ッ
フ
ヴ
ェ
ヒ
セ
ル
」
の
訳
で
あ
ろ
う
が
）
は
我
々
の
方
は
代

謝
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
こ
の
由
来
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
法
華
経
・

無
量
義
経
・
説
品
本
・
第
二
に
使
用
さ
れ
て
い
る
三
カ
所
の
代
謝
不

住
が
そ
の
出
所
な
の
か
ち
ょ
っ
と
不
明
で
あ
る
。
新
幹
線
の
放
送
の
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英
語
で
、
東
海
道
が
「
ト
ッ
カ
イ
ド
ー
」
に
聞
こ
え
る
の
で
、
昭
和

六
十
三
年
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
時
に
記
し
た
が
、
最
近
「
ト
ー
カ
イ

ド
ー
」
に
あ
ら
た
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
か
私
一
人
の
意
見
の
た
め
で

は
な
か
ろ
う
。
マ
リ
オ
・
・
ヘ
イ
も
そ
の
著
《
弓
胃
鬘
。
局
匡
。
ご
臥

傳
斡
凋
巨
攪
⑦
、
》
）
（
一
九
五
五
）
で
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
な
ど
一
音
ず
つ
ア
ク

セ
ン
ト
を
つ
け
な
い
で
発
音
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
。
（
ス
。
へ
イ
ン
語

で
は
「
ョ
」
が
「
ジ
ョ
」
に
な
っ
て
し
ま
う
）

最
近
の
教
科
書
を
ゑ
て
い
る
と
同
じ
本
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
語
読

承
と
英
語
読
承
が
「
ゴ
ッ
チ
ャ
‐
｜
に
な
っ
て
い
る
の
が
承
ら
れ
る
。

「
カ
ル
ゞ
ハ
モ
イ
ル
・
リ
ン
酸
」
と
「
カ
ル
バ
ミ
ル
・
リ
ン
酸
」
は
そ
の

一
例
と
い
え
よ
う
。
ア
ス
・
ハ
ラ
ギ
ン
酸
は
ド
イ
ツ
語
読
み
な
の
に
、

シ
ぃ
肩
圖
唱
。
胃
匙
と
書
か
れ
て
い
る
論
文
が
あ
っ
た
。
「
変
性
」
な

ど
も
化
学
の
熱
変
性
な
ど
は
「
デ
ナ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
が
、
病

理
学
の
方
は
「
デ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
学
会

の
「
Ｖ
」
も
「
ビ
ー
ル
ス
」
の
方
は
「
ウ
ィ
ル
ス
学
会
」
と
い
っ
て

い
る
。
「
ゴ
ハ
ン
」
も
「
メ
シ
」
と
な
る
（
『
家
政
学
用
語
集
」
、
朝

倉
書
店
、
一
九
八
七
年
）
。

私
が
使
っ
て
い
る
貝
シ
」
「
ホ
ホ
」
「
シ
モ
フ
サ
」
も
東
京
で
は

「
ハ
ジ
」
「
ホ
オ
」
「
シ
モ
ウ
サ
」
と
な
る
し
、
筋
肉
弛
緩
も
「
チ
カ

ン
」
と
使
っ
て
い
た
が
、
「
シ
カ
ン
」
が
正
し
い
（
し
か
し
こ
れ
は

俗
語
と
な
っ
て
い
る
）
。
東
京
で
は
「
上
」
が
「
シ
」
に
、
大
阪
で

は
逆
に
「
シ
」
が
「
上
」
に
な
る
。
東
京
の
ヨ
ン
ド
」
「
シ
ギ
」

も
、
私
な
ど
大
阪
人
は
「
先
発
」
「
次
発
」
と
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
大
阪
の
ウ
音
便
も
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
頃
と
く

に
多
く
な
っ
た
名
古
屋
の
敬
語
「
ミ
エ
ル
」
は
方
言
学
者
柴
田
武
氏

の
提
案
の
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
達
の
習
っ
た
天
皇
名
「
反
正
」

「
顕
宗
」
「
元
明
」
「
明
正
」
も
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
二
日
、
毎
日

新
聞
紙
上
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
こ
の
統
一
が
混
乱
し
て
い

る
。
清
音
か
ら
濁
音
へ
の
変
化
も
『
古
事
記
伝
』
や
『
大
日
本
史
』

を
ゑ
る
と
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
実
験
の
時
に
使
う
モ
ル
濃

度
も
若
い
世
代
で
の
英
語
的
表
現
「
モ
ー
ラ
ー
」
が
入
っ
て
き
て
時

時
混
乱
す
る
。
も
っ
と
も
古
い
古
事
記
・
真
福
寺
本
で
も
六
頁
の
陛

下
が
階
下
と
間
違
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
所
詮
、
外
国
語
の

カ
タ
カ
ナ
書
き
は
ま
こ
と
に
む
つ
か
し
い
と
思
う
。
だ
が
教
育
面
で

の
統
一
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
問
題
提
起
を
し
た
次

第
で
あ
る
。

（
愛
知
医
科
大
学
）
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